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今年も残り１ヶ月となりました。１２月には、期末テスト、校内長距離走大会等

が実施されます。万全の準備をして臨みましょう。11月13日（土）に行われた天

工祭では、コロナ禍で例年とは違った形での実施となりました。それぞれの発表な

どは、短い準備期間の中でも趣向を凝らした素晴らしいものがみられ、例年と変わ

らない盛り上がりを見せてくれました。これから寒さが厳しくなりますので、体調

管理にも十分気をつけながら、それぞれの目標に向かって頑張ってください。 

★印は進学・公務員課外実施日となっています。 

 12月の行事予定は、本校のホームページでもご覧になれます。 

 http://sh.higo.ed.jp/amakusaths/ 

 

２学年インターンシップ 
１０月２６日（火）から２９日（金）までの４日間、２年生がインターンシップを行い

ました。今年度は、コロナ禍で実施も案じられましたが、多数の事業所から例年通りのご

協力をいただくことができ、天草内外の８３事業所で実施させていただくことができまし

た。生徒達は受け入れていただけることへの感謝の心と期待感を持って実習に臨み、自分

の適性を見極めたり、仕事の大変さ、コミュニケーション力の必要性等を学ぶことができ

ました。また、今年度は実施後に事業所毎に実習内容をまとめ、天工祭での発表や展示も

行いました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インターンシップを終えて・生徒の感想 

就業場所：早井建設  C2 勝木琴音 

今回のインターンシップを通して、私たちが毎日利用している構造物などは、たくさ

んの工事関係者の方々の努力によってできているもの、ということがわかりました。そ

して、社員の皆さんが最後まで責任を持って作業をする姿を見て、私も今後の学校生活

の中で、最後まで責任を持って色々なことに取り組んでいきたいと思いました。 

 

就業場所：ジャパンシステム株式会社  J2 磯辺 朋花 

今回のインターンシップでは、仕事内容だけでなく、普段の生活でも役に立つことも

学ぶことができました。またプレゼンテーションをたくさんしたので人に伝える力がつ

いた気がします。インターンシップで学んだことは自分の将来のことを考えるときや就

職したときなどに生かしていきたいと思います。 

 

インターンシップ後の生徒アンケートより 

○進路を考えるきっかけとなったか・・・「きっかけとなった」９５．８％ 

○社会人のルールやマナーを学ぶことができたか・・・「学ぶことができた」１００％ 

 

日 曜 課外 学　校　行　事
1 水 期末考査２日目、天工ﾘﾌﾚｯｼｭDay
2 木 期末考査３日目
3 金 期末考査４日目
4 土
5 日
6 月 長距離走大会代休
7 火 ★ 生徒による授業評価（～13日）
8 水 ★ 天工ﾘﾌﾚｯｼｭDay
9 木 ★ 日本・香港高校生オンライン交流（オリエンテーション）、３年人権学習

10 金 ★ パソコン利用技術検定
11 土 長距離走大会
12 日 第1種電気工事士（技能）
13 月 ★
14 火 ★
15 水 ★ 天工ﾘﾌﾚｯｼｭDay
16 木 ★ チャレンジテスト⑩（計算）、日本・香港高校生オンライン交流
17 金 ★
18 土
19 日
20 月 ★
21 火 小学生への絵本の読み聞かせ
22 水 ★ 天工ﾘﾌﾚｯｼｭDay、県企業立地課産業講話（5･6限）
23 木 クラスマッチ

24 金 表彰式、終業式、成績関係保護者会、長距離走追走
25 土
26 日
27 月 技能検定実技（旋盤作業）本校
28 火 仕事納め
29 水
30 木
31 金

令和3年　　12月行事予定表

天草工業高校  検 索 

http://sh.higo.ed.jp/amakusaths/
http://sakura1.higo.ed.jp/sh/amakusaths/index.html


人権教育部通信  Ｎｏ．１ 

皆さんは「世界人権宣言」について知っていますか。この宣言は、すべての人間が生まれながらに基本
的人権を持っていることを初めて公式に認めた宣言で、1948年12月10日、第３回の国際連合総会で採択
されました。 
第２次世界大戦が終わると、戦争が引き起こした惨劇への反省から国際連合がつくられ、各国は人権

侵害を放置することが虐殺や戦争につながったことを認めました。そして、世界平和を実現するために
は、世界各国が協力して人権を守る努力をしなければならないことを明らかにしたのです。「世界人権宣
言」が謳っている理想を、理想のままに終わらせないために、皆さんも人権問題に関心を持って取り組ん
で欲しいと思います。 
さて、２学期の人権学習として9月30日（木）、１年生は県の「水俣病の教訓を伝える高等学校訪問事業」

を活用した授業に取り組みました。このような形での取組は３年目であり、ここ２年は感染防止の手立てを
取りつつ教室のみでの授業となっています。クラスごとにテーマも違いその学習内容を広用紙にまとめ
て天工祭で展示しましたが、保護者等々御覧になっていない方も多いと思い、今回改めて報告したいと
思います。 

各クラスの授業内容は、以下のとおり。 
 

Ｍ１Ａ 講 師：小泉初恵さん 
   テーマ：「水俣病は『しかたがなかった』のだろうか？」 

当時の資料を使い、細川一医師を題材にしたワークショップ「細川博士はなぜ実験結果を早期に公表できなか

ったのか？」「もし自分が細川医師の立場だったら？」を実施。 

 

Ｍ１Ｂ 講 師：吉永理巳子さん 
テーマ：「朗読から水俣病を考える」         

  
ワークショップ⑴「『生ける人形の告発』よりの抜粋文」から。 

 

ワークショップ⑵「草の親 『苦海浄土』（石牟礼道子著）」から。 
 

 
Ｅ１ 講 師：吉永利夫さん 
  テーマ：「『水俣の箱』から考えよう」 
    「水俣の箱」とは、水俣病の教訓を伝えるための素材をいれた箱。 

①「水俣の箱」（講師制作）から、素材を選ぶ。 

 ②誰に伝えるの？  

＊水俣病の何が伝えられそう？ 

 ③「天草工業高校の箱」「電気科の箱」を創ろう。 

 

Ｃ１ 講 師：遠藤邦夫さん 
   テーマ：「水俣病を学ぶってどういうこと」 
質問シートを踏まえ、生徒の関心に応じてテーマを選び、 

      そのことについて考える。        
      
Ｊ１ 講 師：杉本肇さん 
  テーマ：「水俣病患者家族に生まれて」 

（語り部からの講話） 
水俣病を患った家族の暮らしのこと、子供の時の経験のこと、 

漁師として生活している今のこと、などを話していただいた。 

                                  

 


